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Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
石
巻
市
体
育

協
会
は
１
月
８
日
、
昨
年
、

全
国
大
会
や
世
界
大
会
の
ス

ポ
ー
ツ
大
会
で
活
躍
し
、
ス

ポ
ー
ツ
振
興
に
貢
献
し
た
功

労
者
を
た
た
え
る
表
彰
式
を

石
巻
グ
ラ
ン
ド
ホ
テ
ル
で
開

き
、
本
学
か
ら
４
人
が
「
ス

ポ
ー
ツ
勲
功
章
」
と
し
て
表

彰
さ
れ
た
。

表
彰
さ
れ
た
の
は
次
の
皆

さ
ん
（
敬
称
略
）。

▽
石
山
尚
貴
（
経
営
４
・

秋
田
県
大
曲
工
業
高
）
∥
全

日
大
学
軟
式
野
球
連
盟
主
催

・
日
台
大
学
軟
式
野
球
親
善

国
際
大
会
出
場

▽
谷
風
駿
（
理
工
３
・
秋

田
県
秋
田
中
央
高
）
∥
第
５０

回
東
北
学
生
弓
道
大
会
個
人

優
勝▽

菅
原
華
佳
（
経
営
３
・

宮
城
県
松
島
高
）
∥
第
６３
回

東
北
学
生
陸
上
競
技
対
校
選

手
権
大
会
女
子
棒
高
跳
び
優

勝
▽
渡
邉
将
也
（
経
営
２
・

宮
城
県
東
北
生
活
文
化
大
学

高
）
∥
第
２６
回
全
日
本
硬
式

空
手
道
選
手
権
大
会
準
優
勝

本
学
と
石
巻
圏
域
の
高
等

学
校
長
が
意
見
交
換
な
ど
を

行
う
「
石
巻
専
修
大
学
と
圏

域
高
等
学
校
と
の
懇
談
会
」

が
１
月
２５
日
、
本
学
で
開
催

さ
れ
た
。
今
回
は
石
巻
圏
域

の
１１
校
か
ら
校
長
や
進
路
指

導
担
当
教
員
が
出
席
。
本
学

か
ら
は
坂
田
隆
学
長
を
は
じ

め
１３
人
が
出
席
し
、
さ
ら
な

る
連
携
の
強
化
を
目
指
し
、

討
議
を
交
わ
し
た
。

こ
の
懇
談
会
は
、
㈶
石
巻

地
域
高
等
教
育
事
業
団
の
主

催
で
毎
年
行
わ
れ
て
い
る
も

の
。
当
日
は
、
同
事
業
団
か

ら
の
事
業
概
要
の
報
告
に
引

き
続
き
、
高
校
側
か
ら
は
進

路
動
向
や
教
育
へ
の
取
り
組

み
な
ど
の
近
況
に
つ
い
て
の

報
告
が
、
本
学
か
ら
は
入
試

概
況
、
高
大
連
携
や
学
生
支

援
な
ど
の
各
種
取
り
組
み
の

現
状
に
つ
い
て
報
告
が
行
わ

れ
た
。

ま
た
、
新
学
部
設
置
お
よ

び
理
工
学
部
改
組
計
画
の
概

要
に
つ
い
て
も
活
発
な
や
り

と
り
が
交
わ
さ
れ
実
り
多
い

懇
談
会
と
な
っ
た
。

石
巻
地
域
高
等
教
育
事
業

団
主
催
に
よ
る
「
石
巻
専
修

大
学
と
圏
域
首
長
・
議
長
懇

談
会
」
が
１
月
３１
日
、
本
学

会
議
室
で
開
催
さ
れ
た
。

こ
の
懇
談
会
は
毎
年
開
か

れ
て
い
る
も
の
で
、石
巻
市
、

東
松
島
市
、
女
川
町
の
圏
域

３
自
治
体
か
ら
市
長
、
町
長

ら
が
出
席
。
本
学
か
ら
は
坂

田
学
長
ほ
か
１８
人
が
出
席
し

た
。は

じ
め
に
懇
談
会
の
出
席

者
を
代
表
し
て
、
同
財
団
の

理
事
長
で
も
あ
る
亀
山
紘
石

巻
市
長
と
坂
田
学
長
が
あ
い

さ
つ
。
同
財
団
の
事
業
概
要

と
本
学
の
平
成
２２
年
度
の
概

要
が
報
告
さ
れ
た
後
、
「
石

巻
専
修
大
学
と
圏
域
２
市
１

町
と
の
連
携
に
つ
い
て
」
を

テ
ー
マ
に
懇
談
が
行
わ
れ
、

出
席
者
た
ち
は
熱
心
に
意
見

を
交
わ
し
た
。

２０１０年度（平２２）の学位記授与

式（卒業式）は下記の通り実施し

ます。

●学位記授与式（学部・大学院）

日 時…３月２０日（日）

１０時３０分開式

会 場…本学体育館

●卒業を祝う会
（同窓会・育友会共催）

日 時…同日１４時

会 場…石巻グランドホテル

（石巻市千石町２-１０）

※式終了後、卒業生の旅立ちを

祝う「卒業を祝う会」を開催しま

す。各種飲食物も用意。移動には

バスをご利用ください。

２
０
１
０
年
度
南
東
北
大

学
野
球
連
盟
表
彰
式
が
１
月

２９
日
、
福
島
県
い
わ
き
ワ
シ

ン
ト
ン
ホ
テ
ル
で
開
か
れ

た
。
本
学
か
ら
は
秋
季
リ
ー

グ
戦
優
勝
に
貢
献
し
、
最
優

秀
選
手
賞
に
選
ば
れ
た
高
橋

祐
太
さ
ん
（
経
営
３
・
宮
城

県
石
巻
商
業
高
）
を
は
じ

め
、
春
・
秋
季
の
リ
ー
グ
戦

で
活
躍
し
た
１３
人
（
重
複
含

む
）
が
表
彰
さ
れ
た
。
受
賞

者
は
次
の
通
り
（
敬
称
略
）。

【
春
季
リ
ー
グ
戦
】
▽
優

秀
選
手
賞
∥
平
田
祐
紀
（
経

営
３
・
山
形
県
新
庄
東
高
）

▽
最
多
勝
利
投
手
賞
∥
舘
又

文
徳
（
経
営
４
・
宮
城
県
富

谷
高
）
▽
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
・

一
塁
手
∥
高
嶋
修
也
（
経
営

３
・
宮
城
県
利
府
高
）
、
二

塁
手
∥
佐
藤
卓
真
（
経
営
４

・
宮
城
県
仙
台
育
英
学
園

高
）、
外
野
手
∥
平
田
祐
紀

【
秋
季
リ
ー
グ
戦
】
▽
最

優
秀
選
手
賞
∥
高
橋
祐
太
▽

優
秀
選
手
賞
∥
高
嶋
修
也
▽

最
多
勝
利
投
手
賞
∥
高
橋
祐

太
▽
新
人
王
∥
笠
原
拓
海

（
経
営
１
・
山
形
県
新
庄
東

高
）
▽
ベ
ス
ト
ナ
イ
ン
・
捕

手
∥
山
田
健
太
（
経
営
２
・

新
潟
県
日
本
文
理
高
）
、
一

塁
手
∥
高
嶋
修
也
、
遊
撃
手

∥
佐
藤
秀
平
（
経
営
２
・
宮

城
県
古
川
学
園
高
）
、
外
野

手
∥
相
馬
恭
（
経
営
１
・
山

梨
県
日
本
航
空
高
）

昨
年
１２
月
５
日
に
実
施
さ

れ
た
中
国
政
府
認
定
の
中
国

語
検
定
「
Ｈ
Ｓ
Ｋ
」
を
中
国

・
温
州
大
学
へ
の
交
換
留
学

生
・
阿
部
大
樹
さ
ん
（
経
営

３
・
岩
手
県
盛
岡
南
高
）
、

同
大
学
へ
私
費
留
学
中
の
佐

々
木
太
一
さ
ん
（
理
工
４
・

山
形
県
庄
内
総
合
高
）
、
北

目
優
さ
ん
（
経
営
４
・
宮
城

県
名
取
高
）
の
３
人
が
受
験

し
、
全
員
４
級
に
合
格
し

た
。Ｈ

Ｓ
Ｋ
は
中
国
語
に
よ
る

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力

の
測
定
を
目
的
と
し
た
実
用

的
な
試
験
で
、
中
国
国
内
の

み
で
な
く
、
世
界
５９
カ
国
で

実
施
。
基
礎
レ
ベ
ル
の
１
級

か
ら
高
等
レ
ベ
ル
の
６
級
ま

で
の
段
階
が
あ
る
。

広
い
話
題
に
つ
い
て
会
話

で
き
、
中
国
語
を
母
国
語
と

り
ゅ
う

ち
ょ
う

す
る
相
手
と
比
較
的
流
暢
に

会
話
で
き
る
レ
ベ
ル
と
さ
れ

る
４
級
に
高
得
点
で
合
格
し

た
佐
々
木
さ
ん
。
「
自
分
の

レ
ベ
ル
を
図
る
た
め
、
一
つ

の
目
標
と
し
て
い
ま
し
た
。

手
応
え
は
あ
り
ま
し
た
が
、

温
州
大
で
も
話
題
と
し
て
取

り
上
げ
て
も
ら
い
、
今
後
の

励
み
に
な
り
ま
す
」
と
語

り
、
今
後
に
つ
い
て
「
さ
ら

に
上
級
で
の
合
格
を
目
指
し

ま
す
が
、
資
格
と
は
別
に

『
ビ
ジ
ネ
ス
で
通
用
す
る
中

国
語
』
を
習
得
し
た
い
で

す
。
こ
の
ス
キ
ル
を
生
か
し

て
、
物
・
情
報
や
サ
ー
ビ
ス

の
や
り
取
り
、
交
渉
を
行
う

よ
う
な
仕
事
を
す
る
こ
と
が

目
標
で
す
」
と
話
し
た
。

茶
道
部
が
２
月
６
日
、
本

年
の
初
釜
を
開
催
し
た
。
部

員
１８
人
が
参
加
し
、
中
国
・シ

温
州
大
か
ら
の
留
学
生
・
施

キ

ラ
イ

奇
磊
さ
ん
も
招
待
客
と
し
て

出
席
。
会
場

は
石
巻
市
内

の
開
業
医
・

森
芳
正
さ
ん

の
邸
内
に
あ

る
豊
臣
秀
吉

の
側
室
・
淀

君
ゆ
か
り
の

ゆ
う

き

茶
室
「
又
喜

あ
ん庵

」
で
、
部

員
た
ち
は
立

派
な
茶
室
で

の
茶
席
に
緊

張
し
つ
つ
も
、
感
謝
の
気
持

ち
を
込
め
て
来
場
者
を
も
て

な
し
た
。

初
釜
は
年
初
に
行
わ
れ
る

最
初
の
茶
会
。
同
部
で
は
毎

年
、
卒
業
す
る
先
輩
た
ち
や

大
学
関
係
者
を
招
き
、
旧
正

月
に
合
わ
せ
て
開
催
し
て
い

る
。
初
釜
を
終
え
て
、
部
長

の
阿
部
卓
也
さ
ん
（
理
工
２

・
宮
城
県
仙
台
高
）
は
「
茶

道
の
心
を
知
っ
て
も
ら
お
う

と
い
う
思
い
で
準
備
し
て
き

ま
し
た
。
多
く
の
方
々
に
喜

ん
で
い
た
だ
け
て
良
か
っ
た

で
す
」
と
、
笑
顔
で
感
想
を

話
し
た
。

「
Ｈ
Ｓ
Ｋ
」（
中
国
政
府
認
定
・
中
国
語
検
定
）

３
人
そ
ろ
っ
て
４
級
合
格

２０１０年度

▲ 春・秋季リーグ戦で活躍し表彰された選手たち

４人に「スポーツ勲功章」

） ら

▲

左
か
ら
佐
々
木
さ
ん
、

北
目
さ
ん
、
阿
部
さ
ん

さ
ん

女子棒
高跳び

▲ 立派な茶室での茶席に緊張気味

２
０
１
０
年
度
南
東
北
大
学
野
球
連
盟
表
彰
式

）、菅原（

高
橋

ら
１３
人
が
受
賞

さ
ん

弓
道谷風（

▶

左
か
ら
菅
原
さ
ん
、
谷
風
さ
ん
、石
山
さ
ん
、

渡
邉
さ
ん
（
表
彰
式
で
）

感謝を込めておもてなし

「又喜庵」で初釜

◀

実
り
の
多
い
懇
談
会
と
な
っ
た

◀

熱
心
に
意
見
を
交
わ
す
出

席
者
た
ち

石
巻
圏
域
高
と
懇
談
会

茶 道 部

さ
ら
な
る
連
携
へ
活
発
な
討
議

産
学
連
携
、
人
材
育
成
で

本
学
の
役
割
に
高
い
評
価

圏
域
首
長

と
懇
談
会

（１０）２０１１年（平成２３年）２月８日ニ ュ ー ス 専 修（昭和４４年１０月１４日第３種郵便物認可）第４８５号


